
2月

東
北
の
町
村
で
初
め
て
「
歴

史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
（
通

称
：
歴
ま
ち
計
画
）」
が
認
定

4月

県
北
浄
化
セ
ン
タ
ー
仮
設
汚

泥
乾
燥
施
設
が
運
転
開
始

旧
小
坂
小
学
校
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
「
小
坂
く
ら
し
館
」

が
オ
ー
プ
ン
。
愛
称
は
「
こ
さ

か
ふ
る
さ
と
館
」

首
都
圏
の
女
性
に
国
見
町
の

魅
力
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
く

に
み
し
ゅ
ら
ん
」
を
初
開
催

5月

役
場
新
庁
舎
が
開
庁
（
被
災

３
県
で
最
速
）

「
国
見
町
合
併
60
周
年
記
念
式
典
」

を
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
挙
行

7月

桜
の
聖
母
短
期
大
学
生
が
考

え
た
「
モ
モ
ス
イ
ー
ツ
発
表

会
」
を
開
催
。
国
見
の
特
産

品
「
も
も
大
福
」
が
誕
生

10月

住
宅
除
染
が
前
倒
し
で
終
了

12月

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。

国
見
町
応
援
大
使
の
木
住
野
佳

子
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

町
産
献
穀
米
「
天
の
つ
ぶ
」

を
１
０
０
％
使
用
し
た
国
見

町
の
新
酒
「
あ
つ
か
し
さ
ん
」

が
完
成

2月

町
内
の
小
中
学
生
と
大
学
生

が
未
来
の
理
想
の
街
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
未
来

の
国
見
町
を
サ
イ
ト
シ
ー
イ

ン
グ
」
を
開
催

3月

木
育
推
進
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー

ト
宣
言
」

あ
の
時
か
ら
５
年
「
東
日
本

大
震
災
を
考
え
る
町
民
の
つ

ど
い
」
を
開
催

国
見
の
魅
力
を
再
発
見
「
食

の
文
化
祭
」
を
開
催

4月

地
域
で
支
え
合
う
介
護
予
防
事

業
「
通
い
の
場
」
ス
タ
ー
ト

8月

「
ヤ
ン
グ
カ
レ
ッ
ジ
～
廃
校
か

ら
の
脱
出
ゲ
ー
ム
～
」
を
旧

小
坂
小
学
校
で
開
催

「
旧
小
坂
村
産
業
組
合
石
蔵
」

が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

6 年ほど前、「くにみしゅらん」のリーダーとして品川女性

起業家交流会の仲間たちと国見町を訪れました。その時の町役

場や生産者のみなさんとの出会いは私の一生の宝になっていま

す。東日本大震災からの復興やこれからの 100 年のまちづくり

にかけるみなさんの熱心な姿に触れ、私たちはいっぺんで国見

ファンとなりました。

東京でのあんぽ柿やモモの販売応援にも参加しました。「こん

なにおいしい果物だから最後まで売り切りましょう」と私が言っ

ても、最初はみなさんモジモジしていたのに、一昨年の年末には、農産物だけでなく「桃のハン

ドクリーム」まであっという間に全部売り切ってしまいました。国見町のキラキラの果物や野菜、

そしてみなさんで一致団結する国見愛に出会え、本当に感激しました。

東京ではコロナ禍で心が折れそうな毎日ですが、またみなさんとご一緒に「完売 !」と言える日

を楽しみにしています。

またみなさんとご一緒に「完売！」を

NPO 品川女性起業家交流会

事務局長　松
ま つ だ

田　陽
よ う こ

子さん

奥山家住宅で開催した「くにみしゅらん」
東京歌舞伎座木挽町広場で開催した「ふくしまくにみ物産展 ～くに
みのおすそわけ～」

「ヤングカレッジ ～廃校からの脱
出ゲーム～」

新酒「あつかしさん」完成

町の歴史を後世へ「歴まち計画」が認定

子どもたちの描く未来予想図「未来の国見
町をサイトシーイング」

モモスイーツ発表会 食の文化祭

子どもたちに木の温もりを「ウッ
ドスタート宣言」

国見町役場新庁舎

国見町合併 60 周年記念式典

「こさかふるさと館」オープン

2016年
（平成28年）

2015年
（平成27年）
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